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日本赤十字社よりお知らせ

　平成２９年度日本赤十字社活動資金（会費）へのご協力ありがとうご

ざいます。日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金に

より支えられています。

　吉賀町において今年５月の「赤十字運動月間」にあわせて活動資金を

募集したところ、町民の皆様から１，２６９，６００円の活動資金が寄せ

られ、日本赤十字社へ送金することができました。ご協力いただき、あ

りがとうございます。

　日本赤十字社は、「苦しんでいる人を救いたい」という思いをかたち

にして事業を展開しています。ご寄付は支援活動・救助活動に必要な物

を支える」「ひとを育む」活動を行います。

これからも人間の命と健康を守る活動を続け

ていくために、活動資金へのご協力をよろし

くお願いします。

赤十字講習会等のご案内

地域や学校などで「出前講座」をします！

防災セミナー

身近なものを使った災害時のお役立ち技術

非常食の炊き出し

傷病者の搬送方法

非常持出品

避難所生活　など

救急法

怪我の手当て

心肺蘇生の方法

ＡＥＤの使い方　など

水上安全法

水の事故防止

溺れた人の救助

応急手当の方法　など

健康生活支援

健康な高齢者をめざして

車椅子への移動、食事、排泄等の介護の方法

災害時の高齢者支援　など

幼児安全法

子どもに起こりやすい事故の予防と手当

子どもの病気と看護

災害時の乳幼児支援　など

詳細は日本赤十字社島根県支部ホームページ

をご覧ください。

問い合わせ先

日本赤十字社島根県支部　事業推進課　☎０８５２－２１－４２３７

資の準備に使われ、寄付をしてくださった方の代わりに日赤の職員が「いのちを救う」「せいかつ
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よしか鳥獣だより③

　吉賀町においてもっとも身近な動物と言えば、イノシシではないでしょうか。食べるとおい

しいイノシシですが、お米や農作物を育てている方にとっては、厄介者です。簡単に捕まれば

いいのですが、そうもいきません。猟師さんに捕まえてもらうことで一時的に被害はなくなり

ますが、すべてのイノシシを捕まえることは出来ません。被害をなくすためには電気柵や金網

柵で防除するのが効果的です。今回はイノシシの生態と対策を紹介します。

イノシシ（イノシシ科）

英名：Wild Boar

お米だいすき 警戒心強い

メスは群れる 雑食性

○草食性強い雑食性。タケノコやドングリ、植物の根っこなど食べます。

○２歳から出産可能で 4～５頭の子を産みます。

○子どもには縞模様があり、ウリ坊と呼ばれています。

○オスのイノシシには大きな牙があり、切れ味も鋭く大変危険です。

○牙は「石見根付」の素材として利用。※根付は携帯ストラップの元となった装飾品。

○オスは群れず、メスは姉妹や子と複数で行動。時には 10 頭以上の群れになります。

○嗅覚に優れ、鼻先で７０ｋｇのものもひっくり返せます。

○警戒心は強いですが、危険がないと分かれば行動は大胆になります。

○光、臭い、音などの対策はすぐに慣れ長い効果はありません。

○農作物への被害対策には柵（電気柵、金網柵）が効果的です。

○柵の中に入るのは、ケガするリスクの高い飛び越えよりも下側から入る方が多いです。

○電気柵を張る時は、草刈りが大変ですが１段目は地面から 20 ㎝以下にしましょう。

○柵の外側に茂みがあると安心して隠れられ、せっかくの柵を突破する時間を与えてしまいます。

　柵張った後の草刈りなどの管理が重要です。

○箱わなでの捕獲は、群れごとの捕獲をすることが効果的です。

一段目は地面から 20 ㎝以下。多くのイノシ

シは下から入り込もうとする。

（写真の 1段目は 10 ㎝）

イノシシの特徴

群れでの捕獲をしないと、捕獲檻を警戒する

イノシシを作ってしまう。

（この写真では檻の中に１頭入っています。）
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問い合わせ先

吉賀町役場　産業課鳥獣対策専門員　金澤紀幸　☎　７９－２２１３

　昨年から東北地方でのツキノワグマによる人身事故が多く発生しニュースでも取り上げられてい

ます。クマの貴重な餌となっているチシマザサ（ネマガリタケ）というタケノコを人が採りに入る

ことでクマと人が出会うことが多くなり不幸な事故が起こっています。クマは食べ物があればそれ

がある間中その食べ物ばかりを食べます。自然の中では人間のように絶えず栄養価の高い食べ物を

○電線はイノシシの鼻に触れる高さにします。1段目の高さは 20 ｃｍ以下にしましょう。

○碍子は柵の外側に向けるように取り付けましょう。

○電圧は 4000 ボルト以上。電圧が下がらないように線に草が触れないようにしましょう。

電気柵設置のポイント

よしか鳥獣だより③

食べられるわけではありませんので、食べられるものがあるときにたくさん

食べてそれを脂肪としてためて生活しています。これはクマを知る上でとて

も大事な習性です。これから秋にかけてお住まいの集落には柿や栗などの秋

の味覚がなり始めると思います。多くのクマはこれらの食べ物を求めて集落

付近にやってきます。収穫を楽しみにしている果樹がありましたら、クマが

登れないように木の幹にトタンを巻くことで、大事な果実を守ることが出来

ます。トタンを巻く前に果実がとられてしまったら、クマに食べつくされる

前にすぐに果樹を収穫するようにしましょう。食べ物が無くなればクマが来

る理由はなくなります。クマの目撃情報が近くでありましたら、クマが食べ

るものを放置していないか今一度点検してみてください。
果樹対策のトタン巻き

ワイヤーメッシュ柵 トタン柵は目隠し効果もあり ワイヤーメッシュ柵の上に電気柵

でイノシシとサルを防ぐ

【ご注意ください】夏の終わり頃からツキノワグマが活発に動きだします。

１５～２０ｃｍ

１５～２０ｃｍ
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島根県消費者センター　消費者被害注意情報

　「火災保険に加入しているか」と突然、自宅に電話があった。「大雪で壊れた雨どいの修理にも保

険金がおりるので、支払った修理代金はまかなえる。」と説明されたので、屋根の塗装と雨どいの

取付工事する契約をした。そのあと保険会社に確認すると「保険支払い対象外」と言われた。工事

契約書の控えはない。保険金でまかなえないなら解約したい。

消費生活相談窓口：

島根県消費者センター

Tel:0852-22-5103 Fax:0852-32-5918 

E-Mail:syohisen@pref.shimane.lg.jp

石見地区相談室　0856-23-3657

役場税務住民課 　　　77-1113

「火災保険が使える」という 

　　住宅修理契約トラブルにご注意！

トラブル相談は

消費者ホットライン

お近くの消費生活相談窓口に繋がります

～相談事例～

○「保険金を請求すれば自己負担なしで自宅が修理できる」などと勧誘する

　手口が急増しています。 

○請求した保険金が支払われず、工事費が自己負担になり、高額な解約料を

　請求されるケースもあります。

　平成 29 年 5 月以降、このような手口に関する相談が増えており、

今後も増加が予想されます。 

　現在、県東部の高齢者世帯がターゲットになっているようです。

○自然災害で住宅が損害を受けたら、まずは自分で契約書の

　内容を確認したり、保険会社に連絡をして保険金の対象に

　なるか、申請はどのようにするか等を確認しましょう。 

○住宅修理やリフォームに関し「保険金が使える」と言って

　勧誘されても、安易に契約してはいけません。 

○契約してもクーリング・オフ等ができる場合がありますの

　で消費生活センターにご相談ください。

ｾｰﾙｽﾄｰｸをうのみにしないで！ 

不安なら消費生活相談窓口や 

警察に相談するんだゾウ！
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みんなの人権コーナー

ひとは、生まれながらにして

　　　　　『基本的人権』を憲法によって保障されています。

命の大切さについて
　　　　花を育てることにより学びます！

　６月２０日から６月２７日、人権擁護委員の三
みうら

浦貞
さだみつ

光さん、

寺
てらど

戸孝
たかおみ

臣さん、齋
さいとう

藤美
みちよ

千代さん、田
たばら

原和
かずゆき

之さんが町内全ての小中

学校を訪問し、花の苗やプランターなどを手渡されました。

　児童・生徒のみなさんに、「人権の花運動」に取り組んでもら

うためです。

　「人権の花運動」は、花という小さな命を協力して育てることで、

「いのちの大切さ」について考え、「相手への思いやり」をはぐぐ

んでもらいたいと、毎年取り組んでいる運動です。

　今年も、子どもたちの笑顔のような、素敵な花が育ってほしい

と願っています。

七日市小学校 六日市中学校 六日市小学校

吉賀中学校 朝倉小学校 柿木中学校

柿木小学校 蔵木中学校 蔵木小学校
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特別展「世界遺産登録 10 周年記念 石見銀山展―銀が世界を変えた－」

　大航海時代、石見の銀はアジアを席巻し、経済や文化のグローバル化を生み出しました。

　当展覧会では日本初公開のボリビアの銀製品や大航海時代の作品、石見銀山ゆかりの品々を

通して、石見銀山の魅力や歴史的価値について紹介します。

会期：平成２９年７月１４日 (金 )～９月３日 (日 )

会場：２館同時開催

　　　島根県立古代出雲歴史博物館、石見銀山資料館

利用料：両館とも小中高生観覧無料

休館日・連絡先：

【島根県立古代出雲歴史博物館】

住所：島根県出雲市大社町杵築東 99-4　電話：0853-53-8600

※会期中の休館日：７月１８日、８月８日

【石見銀山資料館】

住所：島根県大田市大森町ハ 51-1　電話：0854-89-0846

※会期中の休館日：無休

サマージャンボ　発売開始

道の駅かきのきむらで販売中
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平成２８年度　財政状況報告　[平成２８年度末現在 ]

一般会計

※歳入その他は、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入、寄付金等です。

※歳出その他は、議会費、労働費、商工費、災害復旧費、予備費です。

※前年度予算からの繰越分 2億 5,165 万円を含む額です。

※歳出予算のうち、翌年度繰越分として 2億 7,391 万円の事業費を繰り越しています。

歳 入 歳 出

普通会計、特別会計とも借入金はありません。

※表示未満について四捨五入していますので、合計額が一致しない場合があります。

★ポイント２

前年度より約 4億 7,627 万円減っています。

★ポイント３　

  平成 28 年度末における町民

●１人当たりの貯金残高 60 万 3,510 円

●１人当たりの借金残高 173 万 3,714 円

※平成 28 年度末現在の住民基本台帳登録

人口 6,306 人から算出しています。

★ポイント１

前年度より約 7,841 万円増えています。

区分 予算現額 収入済額 執行率

地方交付税 33 億 6,064 万円 33 億 7,219 万円 100.3%

町債 13 億 3,059 万円 11 億 1,600 万円 91.3%

国庫支出金 6億 9,196 万円 5億 5,784 万円 80.6%

町税 5億 2,803 万円 5億 5,167 万円 104.5%

県支出金 3億 9,209 万円 3億 8,191 万円 97.4%

繰越金 2億 9,553 万円 2億 8,718 万円 97.2%

繰入金 2億 5,928 万円 6,986 万円 26.9%
地方譲与税等 1億 9,125 万円 1億 7,763 万円 92.9%

その他 3億 　782 万円 3億 1,781 万円 103.2%

合計 73 億 5,719 万円 68 億 3,209 万円 92.9%

区分 予算現額 収入済額 執行率

民生費 17 億　314 万円 15 億 4,109 万円 90.5%

教育費 11 億 6,697 万円 10 億 1,457 万円 86.9%

総務費 10 億 5,108 万円 9億　945 万円 86.5%

土木費 8億 9,699 万円 7億 1,896 万円 80.2%

衛生費 8億 2,006 万円 7億 7,984 万円 95.1%

公債費 7億 1,819 万円 7億 1,612 万円 99.9%
農林水産業費 4億　905 万円 3億 5,731 万円 87.4%

消防費 2億 7,626 万円 2億 5,307 万円 94.9%

その他 3億 1,545 万円 2億 7,166 万円 86.1%

合計 73 億 5,719 万円 65 億 6,207 万円 89.2%

特別会計

歳 入 歳 出
会計名 予算現額 収入済額 執行率

興学資金基金 1,568 万円 1,386 万円 88.4%

国民健康保険事業 9億 5,567 万円 8億 9,932 万円 94.1%

後期高齢者医療保険事業 9,543 万円 9,410 万円 98.6%

介護保険事業 10 億 5,722 万円 10 億 3,165 万円 97.6%

小水力発電事業 6,101 万円 6,314 万円 103.5%

簡易水道事業 3億 5,645 万円 3億 5,417 万円 99.4%

下水道事業 2億 9,080 万円 2億 7,471 万円 94.5%

農業集落排水事業 6,960 万円 6,657 万円 95.6%

合計 29 億　186 万円 27 億 9,752 万円 96.4%

予算現額 支出済額 執行率

1,568 万円 1,386 万円 88.4%

9 億 5,567 万円 8億 9,884 万円 94.1%

9,543 万円 9,403 万円 98.5%

10 億 5,722 万円 10 億 3,037 万円 97.5%

6,101 万円 5,803 万円 95.1%

3 億 5,645 万円 3億 2,578 万円 91.4%

2 億 9,080 万円 2億 7,366 万円 94.1%

6,960 万円 6,606 万円 94.9%

29 億　186 万円 27 億 6,063 万円 95.1%

基金（貯金）

基金名 3月末現在高

財政調整基金 12 億 6,643 万円

減債基金 5 億　918 万円

ふるさと創生基金 2億 6,849 万円

ふるさと水と土保全対策基金 111 万円

まちづくり基金 11 億 2,564 万円

地域福祉基金 2億 8,579 万円

人材育成基金 5,045 万円

ふるさと

応援基金

子どもとおとしより 531 万円

資源と環境 319 万円

文化 544 万円

土地開発基金 1億 1,430 万円

興学資金 1,652 万円

小水力発電事業基金 3,571 万円

特別会計
国民健康保険事業基金 4,809 万円

介護給付費準備基金 7,009 万円

合計 38 億　574 万円

町債 (借金）

事業債名 3月末現在高

一般会計事業債 67 億 5,074 万円

うち過疎債 25 億　　69 万円

簡易水道事業債 15 億 9,423 万円

下水道事業債 21 億 1,146 万円

農業集落排水事業債 4億 7,637 万円

合計 109 億 3,280 万円

一時借入金
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第６７回社会を明るくする運動　街頭広報活動

　“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や非行の防

止と、あやまちを犯した人の立ち直りについて理解を深め、それ

ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な

地域社会を築くための全国的な運動であり、毎年７月を強化月間

として運動を展開しています。また、７月は「青少年の非行・被

害防止全国強調月間」にも定められています。

　吉賀町では、７月３日に役場本庁舎ロビーにおいて、内閣総理

大臣メッセージ及び島根県知事、島根県警察本部長、島根県教育

委員会教育長からのメッセージが朗読され、吉賀町推進委員会委

員長の中谷町長へ伝達されました。

　その後、保護司の皆さんや更生保護女性会の皆さん、津和野警

察署、その他関係者の方が、町内３箇所で、住民の皆さんへ明る

い地域づくりへの呼びかけを行いました。

　この運動をきっかけに、人と人とがつながって笑顔が広がる地

域になってほしいと思います。 街頭で呼びかけを行う様子

『犯罪や非行を防止し、

　　　　　　立ち直りを支える地域のチカラ。』

備中屋跡地無料町営駐車場の利用について

　備中屋跡地（六日市７６８）に、無料町営駐車場が完成いたしました。

　駐車場は、３３台の車が駐車できます。ご利用ください。

　今後、看板設置等も予定しています。駐車場内では、歩行者に注意して徐行、安全運転に心がけ

て頂きますようお願いいたします。

吉賀町立

六日市中学校

吉賀町役場六日市庁舎

至　益田市

至　岩国市

国道１８７号線

鹿
足
河
内
川

町営駐車場⇒
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吉
賀
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」
が
、
７

月
３
日
に
開
所
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
益
田
保
健
所
長
、
益

田
児
童
相
談
所
長
、
吉
賀
町
議
会

議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
及

び
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
の

来
賓
を
お
招
き
し
て
、
開
所
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
県
内
市
町
村
で
６
番
目

の
開
所
と
な
り
、
役
場
本
庁
舎
保

健
福
祉
課
内
に
セ
ン
タ
ー
職
員
２

名
が
、
子
育
て
世
代
の
方
々
か
ら

様
々
な
相
談
を
受
け
支
援
等
を
行

い
ま
す
。

　

今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
と

な
っ
た
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」
や
「
ぴ
よ

ぴ
よ
マ
ー
ク
」
を
町
内
全
体
に
広

め
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ　

開
所

「ぴよぴよマーク」

子育て支援包括支援センター開所式の様子
子育て支援コーディネーター

森田　美穂

母子保健コーディネーター

小谷　佳寿美

　

子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
は
、
素
晴
ら
し
い
仕

事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
人
の
人
間
が
こ

の
世
に
生
を
受
け
て
育

ち
、
大
人
に
な
っ
て
社

会
に
出
て
い
き
新
し
い

世
の
中
を
つ
く
る
。
こ

の
よ
う
に
次
の
社
会
を

作
る
と
い
う
大
仕
事

を
担
っ
て
い
る
、
今
は

小
さ
な
人
々
と
ご
縁
を

い
た
だ
け
る
の
は
、
何

と
幸
い
な
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
『
ぴ
よ
ぴ

よ
』
は
、
こ
の
よ
う
な

大
切
な
子
ど
も
た
ち

と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
育
む
全
て
の

人
に
対
し
て
開
か
れ
た

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
事

な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ぴ
よ
ぴ
よ
と

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
セ

ン
タ
ー
は
、
皆
様
と
一

緒
に
育
っ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

　

６
月
24
日
（
土
）
子
ど

も
食
育
フ
ェ
ア
は
、
吉
賀

町
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
保
育
所
部
会
が
中
心
と

な
り
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぴ
よ
ぴ

よ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
、

乳
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

の
親
子
総
勢
１
４
０
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
福
岡
県

行
橋
市
大
橋
保
育
園
の
辻

広
明
先
生
の
、
「
子
ど
も

と
一
緒
に
笑
顔
に
な
ろ

う
」
と
題
し
て
、
思
い
っ

き
り
身
体
を
使
っ
た
親
子

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

「
普
段
の
生
活
の
中
で

筋
肉
を
鍛
え
る
と
、
握
力

が
つ
く
。
握
力
が
つ
く
と

顎
の
力
が
つ
く
。
顎
の
力

こ
ど
も
食
育
フ
ェ
ア
開
催

ち
ん
と
座
れ
る
力
が
つ
く

と
き
ち
ん
と
集
中
し
て
お

話
し
を
聞
く
力
が
つ
く
。

き
ち
ん
と
集
中
し
て
お
話

を
聞
く
力
が
つ
く
と
、
学

力
が
つ
く
。
」

　

握
力
＝
顎
力
＝
学
力
。

つ
ま
り
、
学
力
を
つ
け
る

基
本
は
、
幼
い
時
か
ら
大

人
の
心
あ
る
配
慮
の
中
で

体
を
動
か
す
こ
と
だ
と
い

う
お
話
が
、
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

親
子
遊
び
の
後
は
、
９

つ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
親
子
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

が
つ
く

と
、
き

ち
ん
と

座
れ
る

力
が
つ

く
。
き

し

ま

し

た
。
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保健福祉だより

　

６
月
23
日
に
吉

賀
高
校
で
『
環
境

×

食

育

フ

ェ

ア

２
０
１
７
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、

こ
れ
ま
で
高
校
単
独

で
行
っ
て
い
た
環
境
の
取
組
と
町
が
行
っ

て
い
た
食
育
の
取
組
を
併
せ
て
開
催
し
、

広
く
町
民
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
た
初
め
て
の
取
組
で
し
た
。

　

吉
賀
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

保
育
園
・
小
・
中
学
校
・
高
校
と
環
境
を

テ
ー
マ
に
し
た
学
習
や
取
組
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
や
民
間

団
体
に
お
い
て
も
、
自
然
環
境
に
配
慮
し

た
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
機
食
材
を
は
じ
め
と
す
る
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
も
息
の
長
い
取
組
を
行
っ

て
お
り
、
食
育
フ
ェ
ア
も
今
回
で
15
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
梅
雨
時
期
の
蒸
し
暑
い
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
内
の
小
学

校
２
校
、
中
学
校
１
校
、
高
校
、
各
校
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
、
計
２
０
０
名
近
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
×
食
育
フ
ェ
ア

　
　

２
０
１
７
in
吉
高
開
催
！

第
15
回
食
育
フ
ェ
ア

　

フ
ェ
ア
は
、
吉
賀
高
校
地
域
ク
ラ
ブ
環

境
チ
ー
ム
の
発
表
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
環
境
チ
ー
ム
は
、
環
境
に
つ
い

て
も
っ
と
活
動
し
た
い
と
い
う
生
徒
の
声

を
受
け
て
、
今
年
度
か
ら
作
ら
れ
た
チ
ー

ム
で
す
。
昨
年
度
末
か
ら
、
取
材
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
実
施
、
発
表
原
稿
や
資
料
の

準
備
等
、
メ
ン
バ
ー
４
人
が
中
心
と
な
っ

て
発
表
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
吉
賀
町
の
店
舗
や
家
庭
等
の

食
品
ロ
ス
の
現
状
や
食
品
廃
棄
と
環
境
の

関
係
、
調
査
後
に
自
分
達
が
環
境
保
全
の

た
め
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
等
、
資
料
や

写
真
の
資
料
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
賀
高
校
地
域
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

環
境
チ
ー
ム
の
報
告

第１部『
吉
賀
町
の
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
』

司会・進行やお礼

のことばも高校生

で行いました！

　

第
２
部
は
、
料
理
研
究
家
・
管
理
栄
養

士
の
森
崎
友
紀
さ
ん
の
基
調
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
森
崎
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
に
も
出

演
さ
れ
る
等
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
で
、
参
加
者
の
中
に
も
、
ご
存
知
の

方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
管
理
栄
養
士
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
や
現
在
の
多
方
面
に
わ

た
る
仕
事
の
話
を
皮
切
り
に
講
演
は
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
は
、
食
材
を
使
い
切

り
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
工
夫
を
こ
ら
し

た
様
々
な
レ
シ
ピ
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
の
後
半
で
は
、
食
材
の

「
い
の
ち
」や
そ
の
食
材
に
関
わ
る
「
ひ
と
」

に
感
謝
し
、
「
い
た
だ
き
ま
す
。
」
「
ご
ち

そ
う
さ
ま
。
」
を
声
に
出
し
て
言
う
こ
と

基
調
講
演

　
　
　
　
　

講
師
：
森
崎
友
紀

第２部『「
い
の
ち
」
を
育
む
食
の
話
』

の
大
切
さ
に

つ
い
て
お
話

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
最
後
は
、
町
内
の
五
つ
の
団

体
に
よ
る
環
境
と
食
の
ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
五
感
を
使
っ
て
、

環
境
や
食
に
つ
い
て
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
普
段
は
捨
て
て
し
ま
う
食
材

を
使
っ
た
お
む
す
び
や
有
機
野
菜
の
試

食
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
石
鹸
等
の
紹
介
、

高
津
川
に
生
息
す
る
魚
の
展
示
、
五
感
を

使
っ
た
食
材
あ
て
ク
イ
ズ
と
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
内
容
の

ブ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

「
み
て
・
か
ん
じ
て
・
あ
じ
わ
っ
て
」

　
　
　

環
境
と
食
の
ブ
ー
ス

第３部ブース協力団体

○吉賀高校・高津川倶楽部

○柿木地域婦人会

○草の庭有機農業塾

○学校栄養士部会

○食生活改善推進協議会

たくさんの参加者、協力団体

の皆さんのおかげで、フェア

を盛大に行うことができまし

た。ありがとうございました。
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家庭でできる食中毒予防の６つのポイント

保健福祉だより

　食中毒は１年を通して発生しますが、梅雨から夏にかけて特に気をつけたいのが細菌性食

中毒です。気温と湿度が高くなると細菌の増殖が活発になるため、注意が必要です。そこで

家庭でできる食中毒予防のポイントを紹介します。

ポイント①　食品の購入

□生鮮食品など冷蔵や冷凍など温度管理が必要なものの購入は最後にする。

□肉や魚は水分がもれないようにビニール袋などにそれぞれ包み持ち帰る。

□消費期限を確認し購入する。

食中毒予防の３原則は食中毒の細菌を「つけない」「増やさない」「殺菌する」です。

６つのポイントはこの３原則から成り立っています。これらのポイントをきちん

と行い、家庭から食中毒をなくしましょう！

ポイント②　家庭での保存

□冷蔵庫は１０℃以下、冷凍庫は－１５℃以下に維持する。

　（細菌の多くは１０℃以下で増殖がゆっくりになり、－１５℃では増殖が停止します。）

□冷蔵や冷凍の食品は、持ち帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍庫に入れる。

ポイント③　下準備

□食品の解凍は冷蔵庫・電子レンジで行う。

　（室温で解凍すると食中毒菌が増殖する危険があります。）

□包丁やまな板などの調理器具は食材別に分ける。

□生肉・魚・卵を取り扱ったあとは手を洗う。

□調理器具包丁・まな板・食器・ふきん・スポンジなどの調理器具は使った後すぐに、

　洗剤と流水でよく洗う。

ポイント④　調理

□食品の中心部まで十分に加熱する。（中心部の温度が７５度で１分以上加熱）

□調理途中に室温で放置しない。

　（室温で放置すると細菌が増殖する可能性があります。調理を中断する場合は冷蔵庫に入れ

　ておきましょう）

ポイント⑤　食事

□食事の前に手を洗う。

□清潔な手で、清潔な器具を使い、清潔な食器に盛り付ける。

ポイント⑥　残った食品

□残った食品は早く冷えるように浅い容器に小分けにして保存する。

□時間が経ち過ぎたら、思い切って捨てる。

（厚生労働省ＨＰから抜粋）
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

今
年
は
、
暑
さ
が
厳
し
い
と
か
。
夏
バ
テ
し
な
い
よ

う
睡
眠
、
栄
養
を
十
分
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
緒
に
食
べ
る
と
良
く
な
い
「
食
べ
合
わ
せ
」
は
暮

ら
し
の
経
験
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
知
恵
の
一
つ
で
す
。

＊
鰻
と
梅
干
し
…

　

う
な
ぎ
の
脂
っ
ぽ
さ
と
梅
干
し
の
強
い
酸
味
が
刺
激

　

し
あ
い
消
化
不
良
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。　
　
　
　

＊
ス
イ
カ
と
天
ぷ
ら
…

　

ス
イ
カ
の
水
分
が
胃
酸
を
薄
め
て
し
ま
う
た
め
、
油

　

物
を
う
ま
く
消
化
で
き
な
く
な
り
胃
が
も
た
れ
る
。

＊
冷
た
い
そ
ば
と
ナ
ス
の
漬
物
…

　

ナ
ス
は
体
を
、
冷
た
い
そ
ば
は
胃
を
冷
や
す
作
用
が

空
飛
ぶ
広
報
室　
　
　
　
　
　
　

有
川　

浩　
　
　
　

幻
冬
舎

騎
士
団
長
殺
し　

上
・
下　
　
　

村
上
春
樹　
　
　
　

新
潮
社

蜜
蜂
と
遠
雷　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田　

陸　
　
　

 
 

幻
冬
舎

キ
ツ
ネ
山
の
夏
休
み　
　
　
　
　

富
安
洋
子　
　
　
　

あ
か
ね
書
房

一
度
だ
け
の
魔
法　
　
　
　
　
　

さ
か
い
あ
き
こ　
　

文
芸
社

　

あ
る
の
で
、
お
な
か
を
こ
わ
し
た
り
、
手
足
を
冷
や
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
。

　

温
か
い
そ
ば
に
し
た
り
、
ね
ぎ
や
七
味
な
ど
体
を
温
め
る
効
果
の
あ
る
も
の
と

　

一
緒
に
食
べ
る
と
良
い
。

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
暴
飲
暴
食
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
７
月
は
「
長
崎
新
道
の
谷
筋
」「
長

崎
新
道
の
植
生
」
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
８
月
は
、「
五
郎
丸
城
跡
」「
政
国
公
園
」

「
立
戸
八
幡
宮
の
温
壺
等
」「
沢
田
の
大
杉
」

「
立
河
内
の
下
森
天
神
」
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
展
示
】

　

夏
休
み
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
の
課
題
図
書
と
自
由
研
究
の
本
を

並
べ
て
い
ま
す
。
読
書
感
想
文
は
、
早
く

か
ら
取
り
組
む
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
自
由

研
究
は
、
工
作
や
調
べ
学
習
な
ど
の
本
が

あ
り
ま
す
。
絵
本
で
は
、
加
古
里
子
（
か

こ
さ
と
し
）
さ
ん
の
本
を
並
べ
ま
し
た
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
人
形
劇
公
演
の
お
知
ら
せ
】

　

今
年
も
夏
休
み
の
人
形
劇
公
演
を
行
い

ま
す
。
ほ
ほ
え
み
会
（
蔵
木
）
の
皆
さ
ん

の
楽
し
い
人
形
劇
を
ど
う
ぞ
ご
観
覧
下
さ

い
。
詳
し
く
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
：
８
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
半
～

場
所
：
図
書
館
の
多
目
的
室

内
容
：
人
形
劇
「
赤
ず
き
ん
」
の
公
演
と

楽
し
い
読
み
聞
か
せ
な
ど

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

吉賀町立図書館

 [ ８月のみたい号巡回日 ]

七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　２４日

柿木・木部谷・六日市保育所　　　　　２５日

＊都合により日程変更の場合があります。

＊夏休みのため小・中学校の巡回はありません。

[図書館の休館日 ]

毎月曜日と祝日は休館です。

お盆休館があります。（８月１４日～１６日）

[図書返却について ]

柿木、七日市、朝倉、蔵木地区の方は公民館に

返却箱やポストがありますのでご利用下さい。

開館時間　９：００～１７：００

電話　７７－１８５０

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

　　《図書館利用状況６月》

　●貸出総数　４，１５２冊

　●貸出人数　　 ６３０人

　●来館者数　　 ７９０人

　《ベスト・リーダー！６月》

「魂でもいいからそばにいて」 　　奥野　修司　著

「ＳＯＳ」　　　　　　　　　　　 五十嵐　貴久著

「儒教に支配された中国人と韓国人の悲劇」

　　　　　　　　　　　　　　　ｹﾝﾄ・ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ　著

「悪魔を憐れむ」　　　　　　　　西澤　保彦　　著

「図書室のピーナッツ」　　　　　竹内　真　　　著

図書寄贈の御礼

藤本和香子　様（大野原）

宗正　美海　様（朝倉）

ありがとうございました。

島
根
県
立
図
書
館
の
本
の
紹

物
語
の
森
へ　
　
　
　
　
　
　
　

五
木
寛
之　
　
　
　

東
京
書
籍

暗
雲　

上
・
下　
　
　
　
　
　
　

生
島
治
郎　
　
　
　

小
学
館

道
都
感
染　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
嶋
哲
夫　
　
　
　

講
談
社

悪
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
修
一　
　
　
　

朝
日
新
聞
社

武
士
道
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン　
　
　

誉
田
哲
也　
　
　
　

文
藝
春
秋

強
く
て
ご
め
ん
ネ　
　
　
　
　
　

令
丈
ヒ
ロ
子　
　
　

あ
か
ね
書
房

鈴
と
リ
ン
の
ひ
み
つ
レ
シ
ピ　
　

掘　

直
子　
　
　
　

あ
か
ね
書
房

こ
ど
も
歴
史
新
聞　
　
　
　
　
　

佐
藤
秀
人　
　
　
　

世
界
文
化
社

も
も
ん
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
５
冊　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ　

童
心
社

わ
ん
わ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
ヒ
デ
子　
　
　

ポ
プ
ラ
社
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吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

６
月
は
、
町
内
各
地
で
地
域
の
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
吉
賀
高
校
の
生
徒
さ
ん

も
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
一
緒
に

活
動
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

特
に
、
６
月
17
日
に
注
連
川
地
区
で
行

わ
れ
た
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
」
で
は
、

運
営
の
手
伝
い
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
参

加
者
と
一
緒
に
活
動
を
楽
し
む
事
も
で
き

ま
し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
の
入
所
生
も
た

く
さ
ん
参
加
し
て
お
り
、
吉
賀
町
の
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
吉
賀
町
な
ら
で
は
の
行

事
や
祭
り
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
生
徒

の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
方
と
交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

地
域
に
出
か
け
る
高
校
生

田んぼの生き物調査に
参加した吉賀高校生徒

　

６
月
25
日
（
日
）
大
野
原
運
動
交
流
広

場
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
吉
賀
町
消
防

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
消
防
操
法
技
術

の
練
磨
を
図
り
、
火
災
防
御
力
の
向
上
を

目
指
す
目
的
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
今
年
度
は
ポ
ン
プ
車
の
部
３

チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
３
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手

は
５
月
初
旬
か
ら
厳
し
い
訓
練
を
積
み
重

ね
、
大
会
当
日
は
、
そ
の
成
果
を
い
か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
は
第
７
分
団
（
下
須
・
白
谷
）
、
ポ

ン
プ
車
の
部
で
は
第
３
分
団
（
柿
木
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
優
勝
し
た
両
チ
ー
ム
は
、
来

る
７
月
30
日
（
日
）
大
田
市
で
開
催
さ
れ

る
第
61
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
に
吉
賀

町
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

町
大
会
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平
成
29
年
度
吉
賀
町

　
　
　

消
防
操
法
大
会
開
催

　

皆
さ
ん
は
、
「
し
ま
ね
留
学
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
し

ま
ね
留
学
と
は
、
県
外
に
住
ん
で
い
る
中

学
生
が
、
島
根
県
の
高
校
を
受
検
し
、
入

学
し
、
島
根
県
で
充
実
し
た
高
校
３
年
間

を
お
く
る
こ
と
で
す
。
吉
賀
高
校
で
も
、

２
年
前
か
ら
県
外
の
生
徒
さ
ん
の
受
け
入

れ
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
福
岡
、

名
古
屋
、
大
阪
、
東
京
の
４
ヶ
所
で
「
し

ま
ね
留
学
合
同
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
、

高
校
と
支
援
室
で
説
明
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
高
校
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
小
さ
な
学
校
で
大
き
な

夢
を
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
小
さ
な
学
校
な

ら
で
は
の
教
育
活
動
や
サ
ク
ラ
マ
ス
交
流

セ
ン
タ
ー
、
公
設
塾
と
い
っ
た
町
の
新
し

い
施
設
に
興
味
・
関
心
を
持
た
れ
た
方
が

吉
賀
高
校
の
ブ
ー
ス
に
た
く
さ
ん
来
ら
れ

ま
し
た
。
７
月
下
旬
に
は
、
県
外
・
町
外

生
徒
・
保
護
者
を
対
象
に
し
た
学
校
見
学

会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
吉
賀

高
校
や
吉
賀
町
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
も
海
も
町
も　

す
べ
て
が
先
生

説明会の様子
大阪（上）東京（下）

（
ポ
ン
プ
車
の
部
）

優　

勝

　
　
　

第
３
分
団
（
柿
木
） 　

１
８
５
点

準
優
勝

　
　
　

第
２
分
団
（
七
日
市
）
１
５
６
点

第
３
位

　
　
　

第
１
分
団
（
六
日
市
）
１
３
６
点

（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）

優　

勝　

　
　
　

第
７
分
団
Ａ
（
下
須
・
白
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
９
．
５
点

準
優
勝

　
　
　

第
７
分
団
Ｂ
（
下
須
・
白
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
７
．
５
点

第
３
位

　
　
　

第
６
分
団　

（
福
川
・
椛
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
．
５
点
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できごと・話題
　

６
月
17
日
（
土
）
、
第
２
回
よ
し
か
立

志
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
北

海
道
江
別
市
に
本
社
を
置
く
製
粉
会
社
、

江
別
製
粉
株
式
会
社
代
表
取
締
役
安

あ
び
こ

孫
子

俊と
し
ゆ
き之

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
「
１
０
０
年

企
業
を
目
指
し
て
」
と
題
し
、
講
演
い
た

あ
す
の
「
よ
し
か
経
済
」
を
担
う

第
３
期
よ
し
か
立
志
塾

　
　
　
　

第
２
回
講
座
開
催
！

　

社
員
の
誕
生
月
に
一
人
ひ
と
り
面
談
を

行
い
、
個
人
目
標
の
設
定
や
情
報
共
有
の

会
議
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
な
ど
社
内
改

革
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
状
に

満
足
せ
ず
、
常
識
や
習
慣
に
と
ら
わ
れ
ず
、

積
極
的
に
仕
事
が
で
き
て
い
る
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

麦
を
巡
る
制
度
改
革
な
ど
、
麦
を
取
り

巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い
る
中
で
、

製
粉
業
務
を
時
代
の
流
れ
に
適
応
さ
せ
る

こ
と
、
ま
た
、
製
粉
だ
け
で
な
く
冷
凍
パ

ン
を
作
る
な
ど
新
た
な
事
業
を
加
え
て
い

き
、
他
社
が
や
ら
な
い
こ
と
や
新
た
な
価

★
キ
ー
ワ
ー
ド
「
よ
し
か
立
志
塾
」

よ
し
か
立
志
塾
は
、
明
日
の
ま
ち
を

支
え
る
経
済
人
の
志
の
高
揚
と
、
講

師
陣
や
塾
生
同
士
の
交
流
か
ら
生
ま

れ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、
第
３
期
生
（
平
成
28

年
・
29
年
度
）
の
２
年
間
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

値
観
を
追
い
続

け
て
、
会
社
を

１
０
０
年
続
け

る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
と

力
強
く
話
し
て

い
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。

　

江

別

製

粉

株
式
会
社
は
、

１
９
４
８
年
に

操
業
を
開
始
し
、
小
麦
粉
や
ミ
ッ
ク
ス
粉

な
ど
の
製
造
販
売
を
行
い
、
他
者
に
先
駆

け
て
北
海
道
産
小
麦
粉
を
製
品
化
。
平
成

16
年
に
は
、
日
本
発
と
な
る
小
ロ
ッ
ト
製

粉
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
し
、
ご
当
地
グ
ル
メ

の
開
発
を
行
う
な
ど
、
地
域
振
興
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
社
の
４
代
目
と
な
る
安
孫
子
さ

ん
は
、
先
代
が
築
か
れ
た
社
内
規
定
や
人

事
評
価
制
度
な
ど
、
会
社
と
し
て
の
体
制

は
確
立
さ
れ
て
い
た
が
、
社
内
の
世
代
交

代
が
進
む
中
、
中
長
期
経
営
計
画
が
無
い

こ
と
や
社
員
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
不
明
確

に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
明
確
化
す
る
こ

と
か
ら
着
手
。

　

今
年
度
も
吉
賀
町
教
育
委
員
会
と
各
中

学
校
、
六
日
市
病
院
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
六
日
市
Ｅ
Ｃ
Ｃ
協
会
の
協
力
に
よ
る
吉

賀
町
内
４
中
学
生
徒
に
対
す
る
「
ハ
ー
ト

セ
イ
バ
ー
Ｃ
Ｐ
Ｒ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
コ
ー
ス
」
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度

に
六
日
市
中
学
校
か
ら
始
め
、
平
成
25
年

度
に
は
町
内
４
中
学
校
の
１
年
生
、
３
年

生
の
受
講
に
広
が
り
、
今
年
で
６
年
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
を
受
け
た
学
校
の
先
生
と
生

徒
が
４
月
30
日
開
催
の
夢
花
マ
ラ
ソ
ン
の

時
に
、
心
肺
停
止
の
方
を
救
助
し
た
と
い

う
事
例
も
あ
り
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
一
人
ひ
と
り
真

も
し
も
の
時
に
備
え
て

吉
賀
町
内
４
中
学
校

　
　
　
　
　

心
肺
蘇
生
法
講
習

剣
に
取
り
組
み
、

Ａ
Ｈ
Ａ(

ア
メ
リ

カ
心
臓
協
会)

の

国
際
ラ
イ
セ
ン
ス

の
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
毎
月
た
く
さ
ん
の
絵
本
と

触
れ
る
時
間
「
お
は
な
し
大
好
き
」
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
だ
小
さ
い
か
ら
読
み
聞
か
せ
は
し
て

な
く
て
…
と
い
う
子
ど
も
さ
ん
も
職
員
が

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と
絵
本
を

じ
ー
っ
と
見
た
り
、
お
母
さ
ん
が
絵
本
を

読
ん
で
く
れ
る
声
に
心
地
良
さ
そ
う
に
し

て
い
ま
す
。
興
味
津
々
で
絵
本
に
次
々
に

手
を
伸
ば
し
、
小
さ
な
手
で
上
手
に
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
た
り
、
そ
の
姿
に
成
長
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
月
齢
に
合
っ
た
絵
本
や
バ
ー
ス

デ
ー
ブ
ッ
ク
の
紹
介
、
お
母
さ
ん
方
の
思

子
育
て
サ
ロ
ン

絵
本
と
触
れ
る
時
間

　
　
　
　

「
お
は
な
し
大
好
き
」

い
出
の
絵
本
の
お
話

を
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
絵
本
と

触
れ
合
う
時
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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できごと・話題
　

５
月
28
日
（
日
）
東
出
雲
町
体
育
館
で

島
根
県
空
手
道
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
七
日
市
小
学
校
２
年
生
の
中な

か
の野

祥し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
が
大
会
を
勝
ち
上
が
り
見
事

全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
（
木
）
に
役
場
へ
表
敬
訪
問

し
、
町
長
に
全
国
大
会
へ
の
意
気
込
み
や

抱
負
を
伝
え
、
町
長
よ
り
目
標
に
向
か
っ

て
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
選
手
を
激
励
し
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
８
月
５
～
６
日
、
東
京

武
道
館
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
出
場
さ
れ
る

中
野
さ
ん
の
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
寄
稿
》

　

父
と
母
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
永　

愛
子

　

百
数
年
も
前
に
建
て
ら
れ
た
我
が
家
の
玄
関
は
古
び
て

暗
い
、
そ
れ
で
も
五
月
に
な
る
と
大
切
な
花
の
置
き
場
所

に
な
る
の
で
す
。
母
の
日
が
近
ず
く
と
毎
年
、
立
派
な
花

が
届
く
か
ら
で
す
、
子
供
の
居
な
い
私
当
て
に
・
・
・
日

に
は
何
度
も
玄
関
へ
と
足
が
向
き
ま
す
、
笑
顔
満
開
の
花

の
前
に
座
れ
ば
贈
り
主
の
顔
が
重
な
り
倖
満
ち
て
ゆ
き
ま

す
。

　

更
に
暫
く
し
て
父
の
日
に
は
、
お
酒
、
嬉
し
さ
を
隠
し

き
れ
な
い
お
父
さ
ん
、
高
々
と
持
ち
上
げ
て
外
袋
か
ら
確

認
、
中
を
覗
き
、
ほ
く
そ
笑
み
ま
し
た
よ
、
沖
縄
の
酒
、

泡
盛
で
し
た
。
又
当
分
は
ガ
ラ
ス
戸
棚
の
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
、
贈
り
主
の
気
持
ち
を
飲
ん
で
無
く

す
の
が
、
よ
っ
ぽ
ど
惜
し
い
の
で
す
、
出
入
り
の
度
に
双

方
、
目
く
ば
せ
し
て
い
る
様
で
す
よ
。

　

昔
の
入
口
は
涼
し
い
、
一
人
座
れ
ば
想
い
は
昔
へ
と
繋

が
っ
て
ゆ
き
ま
す
、
私
達
夫
婦
の
母
親
は
、
貧
困
時
代
に

幼
子
達
を
残
し
た
ま
ま
、
若
く
し
て
逝
き
ま
し
た
、
其
の

両
親
の
心
の
内
を
想
う
時
、
せ
め
て
今
の
倖
時
代
を
見
せ

て
上
げ
た
い
、
お
酒
、
お
花
を
抱
い
て
「
あ
り
が
と
う
」

を
云
い
た
い
、
膝
に
縋
り
付
き
た
い
。

　

「
馬
鹿
だ
ね
え
、
み
ん
な
見
え
て
る
よ
、
あ
り
が
と
う

よ
！
」
と
、
父
母
の
云
い
そ
う
な
声
が
、
聞
こ
え
る
様
な

気
が
す
る
。

吉
賀
野
外

　
　

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
42
回

陰
陽
選
抜
神
楽
競
演
大
会

日　

時
：
８
月
12
日
（
土
）
15
時
30
分
～

場　

所
：
六
日
市
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

問
合
先
：
実
行
委
員
会

　
　
　
　

０
８
０-

６
３
０
５-

３
２
６
６

日　

時
：
８
月
14
日
（
月
）

　
　
　

※
雨
天
の
場
合
16
日
（
水
）
順
延

場　

所
：
吉
賀
町
柿
木
村
相
生
橋
周
辺

問
合
先
：
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　

７
９
‐
８
０
８
４

日　

時
：
８
月
26
日
（
土
）
12
時
30
分
～

場　

所
：
町
民
六
日
市
体
育
館

問
合
先
：
吉
賀
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　

７
７
‐
１
２
５
５

祭

・
イ
ベ
ン
ト
情
報

吉
賀
町
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
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《
短
歌
》

夏
小
豆
風
に
ゆ
ら
れ
て
咲
く
花
も

　
　

暑
さ
に
耐
え
て
実
を
結
び
お
り　
　
　

川
口　

敦
子

荒
れ
庭
に
は
ぐ
れ
蛍
の
ひ
と
つ
ゐ
て

　
　

池
面
に
う
つ
る
わ
が
姿
追
ふ　
　
　
　

角
河　

淑
子

植
え
終
え
た
田
の
面
に
映
つ
る
有
明
の

　
　

月
を
く
だ
き
て
蛙
跳
び
交
ふ　
　
　
　

佐
々
田　

登

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

ゴ
ミ
拾
い
神
が
見
て
い
る
そ
の
勇
気　
　
　

堀　

米
喜

幼
き
日
病
む
枕
辺
に
枇
杷
置
か
れ　
　
　
　

山
崎
美
智
子

雷
鳴
の
止
み
て
蜜
け
し
過
疎
の
村　
　
　
　

大
場　

博
明

茄
子
の
花
こ
の
地
に
住
み
て
五
十
年　
　
　

斎
藤
ル
リ
子

篤
姫
と
言
ふ
名
の
薔
薇
や
真
紅　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

は
は
の
忌
や
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
は
色
淡
し　
　

茅
原　

久
子

背
を
向
け
て
チ
ョ
ー
ク
の
音
や
白
い
シ
ャ
ツ　

村
田　

綾
美

川
風
の
通
る
石
見
路
花
う
ば
ら　
　
　
　
　

斎
藤
ツ
ル
子

新
茶
も
み
し
指
の
匂
へ
り
夜
ま
で
も　
　
　

河
野　

由
希

村
五
月
水
の
光
に
満
ち
て
を
り　
　
　
　
　

青
木　

道
子

ちょうみんひろば
　

《
川
柳
》

炊
飯
器
予
約
ボ
タ
ン
の
お
し
忘
れ　
　
　
　

村
上　

毅

う
け
て
立
つ
苦
難
の
坂
も
な
ん
の
そ
の　
　

大
庭　

寛

受
け
て
立
つ
我
が
運
命
に
感
謝
し
て　
　
　

長
藤　

忠
夫

こ
っ
そ
り
と
バ
バ
の
へ
そ
く
り
孫
が
受
け　

増
田
ム
ナ
コ

猛
暑
日
に
受
取
る
水
の
有
難
さ　
　
　
　
　

田
村　

民
子

受
け
て
立
つ
元
気
は
良
い
が
結
果
だ
め　
　

安
永　

藤
子

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
け
る
能
力
何
処
違
う　
　
　

岩
上　

武
史

や
は
り
来
た
郵
便
受
に
督
促
状　
　
　
　
　

大
庭　

博
明

真
心
を
す
な
お
に
受
け
る
年
老
い
て　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

偉
い
人
不
正
受
け
取
り
な
く
な
ら
ず　
　
　

斎
藤　

絹
子

受
領
証
を
無
く
し
た
と
知
り
青
ざ
め
る　
　

澤　

三
智
代

小
気
味
よ
く
ボ
ー
ル
を
返
す
圭
選
手　
　
　

角
河　

淑
子

受
け
た
い
な
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
夢
を
見
る　

大
庭　

和
子

検
診
を
歯
槽
膿
漏
受
け
ま
し
た　
　
　
　
　

皆
田　

卓
宣

受
け
と
っ
た
孫
の
手
紙
に
笑
み
う
か
ぶ　
　

山
吹　

薫

や
せ
た
よ
ね
お
だ
て
言
葉
を
真
に
受
け
る　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
６
月
届
出
）

　
　

上
山　

柚
季
（
ゆ
ず
き
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

豊
和
・
史
子
さ
ん
の
子　
　

幸
地

　
　

大
箭　

日
夏
汰
（
ひ
な
た
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

祐
弥
・
妹
衣
子
さ
ん
の
子　

木
部
谷

　
　

角
田　

惟
華
（
ゆ
い
か
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

典
子
さ
ん
の
子　
　
　
　
　

木
部
谷

　
　

山
吹　

美
聡
（
み
さ
と
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

彰
・
望
美
さ
ん
の
子　
　
　

有
飯

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
６
月
届
出
）

　
　

伊
藤　

政
一　
　

さ
ん　

81
歳　
　
　

朝
倉

　
　

齋
藤　

光
旦　
　

さ
ん　

92
歳　
　
　

白
谷

　
　

若
狭　

令
子　
　

さ
ん　

62
歳　
　
　

六
日
市

　
　

楠
田　

正
子　
　

さ
ん　

82
歳　
　
　

朝
倉

　
　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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10 ・15・20～ 

石見神楽左鐙社中

７０周年記念神楽

大会 

6 ：00  

●私たちの宝 石見

　銀山

7：00 

●石見銀山展の見ど

　ころ

10 ・15・20～

吉賀野外音楽フェス

ティバル2017

ダイジェスト

6 ：00  

●島大病院ちょっと

　気になる健康講座 

　8月号 

7：00 

●出雲のほそ道 

　8月号

6 ：00  

●お天気てるてる情

　報Vol.27 

7：00  

●さんべ発サヒメル

　navi 8月号

6 ：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス8月号 

7：00 

●釣り天国！石見 

　8月号

6：00 

●ますますおいしい 

　8月放送分 

7：00

●うらうらとゆく 

　第22回

6：00  

●グラントワチャン

　ネル 8月号 

7：00 
●鉄の旅ゆらり 
　～癒しの庭園を巡
　る～

月 日土金火 木水

6 ：00 

●ニュースサンネット

6

6 ：00 

●ニュースサンネット

5

6 ：00 

●ニュースサンネット 

　/誘致企業紹介番組

13

6 ：00 

●ニュースサンネット 

　/誘致企業紹介番組 

 

15：00～21：00 

吉賀野外音楽フェス

ティバル2017（生

中継）

12

6：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.11

11

6：00 

●ますますおいしい 

　8月放送分 

7：00

●うらうらとゆく 

　第22回

10

6：00  

●グラントワチャン

　ネル 8月号 

7：00 
●鉄の旅ゆらり 
　～癒しの庭園を巡
　る～

9

6：00 

●隠岐★ドキ！ 
　あまチャンネル 
　vol.17 
7：00 
●ちょい旅きぶん 
　7月号

8

6：00  

●ニュースサン　

　 ネット 月間総集

　 編7月放送分

7

6 ：00 

●ニュースサンネット

20

6 ：00 

●ニュースサンネット

19

6 ：00  

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね 8月号

18

6 ：00  

●NHKエンタープ

　ライズ制作番組

17

6 ：00  

●お天気てるてる情

　報Vol.27 

7：00 

●石見銀山展の見ど

　ころ

16

6 ：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス7月号 

7：00 

●釣り天国！石見 

　7月号 
19：50～21：10 
にちはら鮎まつり 
花火大会（生中継）

15

6 ：00  
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座 
　8月号 
7：00 
●出雲のほそ道 
　8月号 
19：50～21：10 
吉賀町ふるさと夏祭り 
花火大会（生中継）

14

6：00 

●隠岐★ドキ！ 
　あまチャンネル 
　vol.17 
7：00 
●ちょい旅きぶん 
　7月号

22

6 ：00  

●NHKスペシャル

「きのこ雲の下で何

が起きていたのか」 

/「終わりなき被爆

との闘い～被爆者と

医師の68年」

21

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

ケーブルセンター窓口受付時間今月のオススメ番組

特

888

再

再

再

6：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.11

252423

再

6 ：00 

●ニュースサンネット

27

6 ：00 

●ニュースサンネット 

18：30～20：00 

第２２回キンニャモ

ニャ祭り ～踊れ！海

士の夏の祭典～ （生

中継）

26

特

2928

再

再

30 31

再

特

特

再

再

再

再

夏のイベントを生中継でお送りします！

6 ：00  

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね 7月号

432

6 ：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス7月号 

7：00 

●釣り天国！石見 

　7月号

1

再

再

再

特特

特

特

2017
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送      …再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

録画機能付きＳＴＢ受付中 !

詳しくはサンネットにちはらまで！

■8/12（土）15：00～21：00
　吉賀野外音楽フェスティバル2017

■8/15（火）19：50～21：10
　にちはら鮎まつり 花火大会

■8/14（月）19：50～21：10
　吉賀町ふるさと夏祭り 花火大会


